




 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報化社会と言われて久しい現代では、情報の入手は容易になり、労使間の情報格差は限りなく小さくなり

ましたが、近年は国が推進する働き方改革により、労働者の働き方に対する知識だけでなく意識も高まってい

ます。このような時代には、企業が労務問題に対して適切な初動対応と必要なプロセスを踏まなければ、問題

解決までに多大な時間と労力を費やすことになり、さらには多額の損害賠償を請求される問題にまで発展し

かねません。また、労務トラブルは職場秩序を乱しますので、社員のモチベーションが下がって組織の生産性

が低下したり、離職者を増加させてしまうことになってしまいます。 

逆に、適切な労務管理を行っている企業は、組織の品質を向上させることになり、人手不足の現在において

優秀な社員を定着させることにも繋がっているようです。しかし、そのためには、経営者や人事担当者のみな

らず現場の管理職に至るまで労務管理の基本スキルを身につけて、これを実践できることが必要です。このセ

ミナーでは、労務管理で特に人事担当者が悩む法的トラブルになりやすい場面を解説し、ご参加いただく皆様

が具体的に何をすればいいのか、何を現場の管理職にさせればいいのか、わかりやすくご説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：社会保険労務士 戸村 祐介（とむら ゆうすけ） 

講師プロフィール 

一般財団法人 埼玉県総合労働福祉協会/社会保険労務士法人 吉池労務管理事務所 理事 兼 業務執行役員 

長年、中小企業を中心に多数の人事労務分野の法律相談等に対応しており、豊富な知識やノウハウを活かし無難に社内解決に

至らせてきたスキルと実績がお客様から高く評価されている。協会内部では管理職として職員の教育・管理の業務にも従事し、

プレーイングマネージャーとして業務を行いながら、所長不在時には所長代理として事務所を牽引している。 

人事が悩む 

労務管理 解決セミナー 
～ 労務管理における適切な「初動対応」と「プロセス」とは ～ 

☞ 主な講演内容（予定） 

１.休職制度 
・メンタル疾患急増中!! 令和時代で必須となった休職制度の基本的知識を改めて確認 
・他社でも多く発生している復職トラブルを回避する、適切な判断プロセスと判断基準とは 

２.問題社員対応 
・問題社員へ対応するために踏むべき手順と「退職勧奨」の正しい進め方 

３.非正規雇用 
・雇止め無効を避けるための管理方法とは 
・同一労働同一賃金の基礎知識と不合理な待遇差をチェック 

４.今後の法改正情報 
・「労働条件明示ルールの変更」は、企業にどのような法的リスクをもたらすのか 
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